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ヒトラー・ユーゲントの戦争動員

一一第二次世界大戦下空軍補助員の動員について一一

田博史

Hitler-Jugend im Kriegseinsatz 
一-Luftwaffenhelfer im Zweiten Weltkrieg一一

Hirofumi TODA 

はじめに

79 

「電撃戦Jによる「楽勝Jの時代が， 1941年冬にドイツ軍がモスクワで敗北したことによって終

わりを告げ，これまで前線に召集された大人たちの穴理め的活動としての「銃後J活動が中心で

あったヒトラー・ユーゲント (Hitler-Jugend以下HJと略記)による青少年の戦争動員は，そ

の一部が戦闘への直接的な参加に転換していく。この転換を明確に示していたのが， 1943年2月

に男子生徒を対象として開始された空軍補助員動員であった。

空軍補助員に関しては，現にいくつかの先行研究がある。 1970年の博士論文を基に出版された

先駆的な研究であるシェッツの著作1)は，公文書を用いて空軍補助員の動員を主に政策のレベル

から考察し，特に動員決定までの過程を丁寧に追っている。 1981年に出版されたニコライゼンの

著作2)は，一般読者向けに普かれた空箪補助員史となっており，出典は示されていないが，空軍補

助員に関する資料を比較的多く採録している。ニコライゼ、ンは 1993年にも，各地方の戦時史・学

校史，空軍補助員の手紙・自記・回想を手がかりに，各高射砲部隊の配置・移動状況，死亡者の

名前・負傷者の人数，動員の実態を地方別・学校別に分類して纏めた大部の著作を出版しており刊

最終段踏における地上戦への動員や逃亡についての回想，またこれまで取り上げられることのな

かった地域(エルザス・ロ…トリンゲン，ルクセンブルク)における空軍補助員動員への言及な

ど興味深い叙述も含まれてはいるが，著者自身の分析は皆無である。シェルケンの研究4)は，元空

軍補助員を対象としたアンケート調査の結果を充に，当時の空軍補助員のメンタリティーを分析

している点に大きな特徴がある。

に用いる史料は文部管の空軍補助員関係文書(R21/525-530)であるが， 1944年分の史料は

大部分消失しており，文部省教育局高等学校課 (R21/85) と罷民・基幹・中間学校課 (R21/75) 

の関係文書を用いることで補った。

本稿では，これらの先行研究や元空軍補助員の回想，一次史料を基に空軍補助員動員の経過を

跡付けながらその実態を明らかにするとともに， HJとの関係からこの戦争動員を位置づけるこ

とを目的とする。

1.空軍補助員動員の決定過程

(1) r空軍へのドイツ青少年の戦争補助動員に関する命令J

将来の兵士である HJ団員を，事実上兵士と変わらない任務を有する空箪補助員として動員す
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ることが決定された背景には， 1942年5月初日から 31日にかけてのイギリス軍によるケルンへ

の爆撃(千機爆撃)に代表される連合軍の都市部への低空;爆撃を訪御するために，高射砲を集中

的に配置しなければならなくなった事情と，東部戦線に空軍の兵士が大量に投入された事情が重

なりあっていため。

1942年9丹羽目，ヒトラーは 12万人の空軍兵士を東部の睦軍のために解放せよとの命令を発

した九同命令には，青少年から成る高射砲民兵部隊を創設するというヒトラーの要望も記されて

おり，空軍舗はこの方策によって大規模な空軍の人員削減の穴埋めをしようとした。

10月20日，航空省と文部省との簡で，空軍補助員の動員に関する初めての話し合いがもたれ，

その場で航空省慨は 1926年と 27年生まれの中間学校・高等学校の生徒を空軍の地上勤務員と伝

令捕助員として動員し，授業は完全に中止するつもりであると伝えた。当然ながら文部省は強く

反発したが， 11月6日に航空管は再度文部省に動員計闘を説明し， 日時を遅くともクリスマ

ス休暇終了後にしたいと提案した九ルスト文部大臣は，動員できる生徒の数はせいぜ、い9万人で

あり，この少ない人数を動員することで，将来行政，技指，経務分野及び箪の深刻な後継者問題

が必然的に生じるとともに，住民に与えるショックの大きさを指摘した。またルストは，召集さ

れた青少年に対する授業の継続は絶対に譲らないと主躍した九

航空省は最初の草案「空箪へのドイツ青少年の戦争補助動員に拐する命令J (以下京菜1)を作

成して 11丹9日に各最高官庁に送り，ゲーリング航空相兼空軍最高司令官がヒトラーへの上申

後，動員実施を決定したことを伝えるとともに，この草案に対して万一意見がある場合には早急

に表明するよう求めた九この草案1によれば，動員の対象は「高等学校・中関学校在学中の満 15

歳以上のすべての男子生徒J (第1条)と 17歳以上で， 中間学校のすべての女子生徒」

と「家事をしておらず，公職にも就いていない」女性であり(第2条)，動員にあたっては 1938年

10丹15日に発布された緊急服務令叫が適用され，動員実施のための法規，行政規則はゲーリング

が発布するとされた(第3条)。また r空軍におけるこの戦争補助動員は，兵役を除き，他のあ

らゆる服務に罷先する」ことが明言され(第3条)，労働奉仕もその例外でトはなかった(第5条)。

各学校は，ゲーリングの定めた必要動員人数に応じて，文部大臣の命令によって該当学年が閉鎖

されることとなった(第4条)。

ゲーリングの権限の大きさと動員の髄先性が強調されているが， 11丹12自に文部大臣は文書

でこの草案1に対して回答したl九授業の中止によって将来の技術者，医者，科学者などの知的職

業の後進が失われるとのこれまでの主張を具体的な数字を挙げた上で再度述べているものの rも

し戦況によってこの方策を取らざるをえない場合には，その必要性を鑑みてあらゆる疑念を取り

下げるのは当然のことであるJ12)として，草案lへの具体的な修正案を提示している。まず動員を

年齢ではなく学年単位で行い，男子の場合には第6学年から第8学年を，女子の場合には第7学

年と第8学年をその対象とすべきとの提案をしている問。この提案は，草案1では全く考慮されて

いない動員中の授業の実施を視野に入れたものであると同時に，第5学年の半数はまだ 14歳であ

るために 15歳以上の全員が動員された場合(男子の場合)にクラスが分裂してしまうため，それ

を防ぐ意味ももっていた。また基幹学校狂auptschuleの上級学年生徒を対象にできるよう，草案

1第 1条の「中間学校」を r中間的学校」に変更するよう求めた。

(2) r安寧へのドイツ青少年の戦争補助動員に賭する命令」の修正案「草案 2J 

グーリングは再度空軍補助員動員命令の草案を作成し， 11丹20Bに帝国官薦長官ラマースに
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送付し，即時間覧して可決するよう求めた1九この修正案(草案2)では，動員実施のための法規・

行政規則の発布は，-関係最高官庁と党官房との合意の下」でゲーリングが行うとされ，また兵役

に加えて労働奉仕もこの動員に棲先することとなり叫，ゲーリングの権限とさ芝箪補助員動員の擾

先性が後退している。しかし，学年毎の動員と動員中の授業の実施という文部省側の要求は全く

皮映されていなかった。

11月27日，ルスト文相はこの草案に対してこれまでの主張を繰り返す形で反対を表明し，計画

を見合わせるよう求めた。しかしあくまでも実施の方向に進むのであれば，口頭で話し合う機会

を設けるよう提案している問。

間関軍最高司令部は，f也の軍部の要求も顧みることを盟み17)，これまで補完的労働力として青少

年の銃後活動を頼りにしてきた各省庁などからも皮発的な意見が出される一方18)，11丹28日全

国青少年指導者アクスマンは，-戦争が求める必要性のために青少年のあらゆる動員は正当であ

り，青少年の学校教育・学校外教育にかなりの支障が出ることが見込まれるにもかかわらず，空

軍におけるドイツ青少年の戦争補助動員に原郎的に賛成」した1九しかし草案2で援活した労働奉

仕義務の継続には強く反対している。アクスマンの考えによれば「労働泰{士と空軍での戦争補助

動員は，戦争遂行にとって重要なポストに青少年を実際に動員するという，結果として詞じ目的

に資するものである。それゆえ労働奉仕の遂行は断念するべき」であり，労働奉仕に当てられる

半年間を学校教育・学校外教育に撮り替えることを要求した。もしそれが無理ならば，-最低眼の

措援として，十分な数のHJ指導者と BDM[Bund Deutscher Madel， HJの女子部を指す]指

導者を HJの教育活動のために動員免除しなければならない」のであった叫。すなわちアクスマン

は，空軍補助員に対する労働奉仕義務を免除することでこの動員によって失われる HJ活動の埋

め合わせと，兵役召集のために不足する HJ指導者の確保を求めていたのである。

12月10詰，航空省次官エアハルト・ミlレヒは各関係省庁に， 12月14日に航空省においてさ在家

補助員動員に関する会議の開催を通知した2九この会議が開かれた 2日後の 16日水曜日，ゲーリ

ングは3番目の草案を関係各省庁に送付し，-来週初めにはこの命令を発布しなければならない」

ため，この草案に対する意見がある場合には遅くとも凶器までに内務大臣およびゲーリングに知

らせるよう求めたが22)，12丹218，すなわちゲーリングが動員令の発布を予定していた直前に

なって，党官房長ボルマンはゲーリングに宛てて，以下のような理由を列挙して反対を表明した。

……1.この性急な青少年の動員は， と間様敵国に対して，いわば発火信号となっ

ている。ドイツは万策尽き，窮余の策として子どもたちを召集するに至った，という決まり

文句が，我々に向けたプロパガンダとして使われることになろう。

にこの方策がどれほどドイツ国民に影響を与えるかは，ほとんど見積もることができな

い。動員されることになる少年少女の父親の多くは，ここ数年郷土の防衛のために前線で戦っ

ている。なぜ自分の子どもが母親の庇護から引き離されて，軍事的危険に晒されなければな

らないのか，彼らは理解できないであろう。…-

3.計爾されている動員を実施すれば，青少年に健摸上の悪影響が出ることは避けられな

い。多くの者は，身体的な要求に酎えられないであろう。これに加えて少女の場合には，入

営を伴う動員によって，不抵になるケ…スが高くなる危険が生じる。

4.青少年，とりわけ少女に対する成熟期に不可欠な道徳的教育は，そのような兵士的動

員が行われるとほとんど実施することができない。……
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5.今回の方策は，実際には第5学年以上の教育を終結することを意味するであろう。こ

れによって生じる知識の欠落を再び埋め合わせることは，ほとんど不可能マある。……不十

分な教育では，将来のエンジ、ニア，底的，学者などの職種に棺当な悪影響を及ぽすことにな

ろう。

6.総統の意志により.HJ.が主導的に実施することになっている世界観教育は，私に提示
されている計調には予定されていない。

7.今日青少年は，既に古物の間収，薬草の採集，収穫援助などの戦時に重要な補助服務

に動員されている。……このような計画を実行に移す前に，空軍の需要を埋める加の可能性

があるのかどうかを正確に考藤しなければならないであろう。例えば，なぜ生業を営んでい

ない 20歳から 50歳の女性を，子どもたちの代わりに動員したり服務義務を課したりしない

のかを，その論拠を住民が納得のいくように示すことは国難であるお}。

このボルマンの異議には，ゲーリングの草案に対して出された各方面からの皮対意見が集約さ

れている。内外世論に与える影響を特に危領していることがわかるが，実際にこの方策は，万策

尽きた末の窮余の策に他ならなかった。

海箪も空箪による高等学校生徒の独占に反対し，海軍が防空を担当している地域の生徒は，海

軍の下で戦争補助服務を遂行すべきだと主張した判。 12月22日に海軍最高司令官レーダーは，こ

の動員によって HJの特別部である海上HJMarine-HJでの「軍事訓練」が中断し，海軍の募
兵が制限され，海上HJから入隊する新兵が失われるとヒトラーに申し入れているお}。海軍がこう

した動きをした理由は，各軍部にとっても将来の幹部候補生たる高等学校生徒が，空軍補助員の

名の下で空軍に潤い込まれることを恐れたためであった2九

(3) 空軍槽助員動員令の発令

ゲーリングは草案の修正を余犠なくされ，結局動員命令の発布はさらに延期された。 1943年I

月7日にヒトラーは空軍補助員動員決定の最終的な決断を下したが2九次のような前提条件を付

した上での決定であった。動員対象は，現在通学している学校の所在地が動員地域かあるいはそ

の周辺である男子生徒に限定され，この例外となるのは寄祷制学校生徒だけとなった。動員後も

学校の授業が可能となるよう，文部省がかねてから要求していた学年毎の動員が盛り込まれ，動

1カ月後に再開される授業は，動員前に教えていた教師が少なくとも週に 18時間行うこととさ

れた。家庭と生徒との連絡を保つため.'!1!.叢補助員にはできるだけ頻繁に，少なくとも週に 1回，

数時間帰宅するための休暇が与えられねばならなかった。勤務外での空軍補助員の活動は，全国

青少年指導部の方針に従って HJが行うとされ，ボノレマンも要請していた HJによる世界観教育
の実施を動員中も保証しようという意図が窺える問。

1月21日，譲歩を震ねてようやくゲーリングは，動員期日を 2月15日と決定し，そのために

準備を進めるよう指示することができた制。各空軍管区苛令部Luftgaukommandoに配属される
生徒の合計は41，801名を予定していた30)。

22日にルストは各学校監督官庁，各学校などに指令を発し，特に動員開始後の学校の授業に

ついて大まかな方針を示した31)。これによれば，学校の授業は遅くとも 3月15告に開始し，でき

る限り学校の教室で，動員場所が校舎からかなり離れている場合は他の適当な場所で行うとされ

た。授業は，動員される生徒の在籍する学校の教師が担当することになった。授業時間は週最低
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18時間であり，時期配分は王子日に均等に割り振るか，あるいは 1日6時間を限度として割り振る

ことが可能とされた。予定された授業科目とその時間配分は，男子高等学校の場合， ドイツ語，

歴史，数学，ラテン語がそれぞれ3時間，地学，物理，化学がそれぞれ2時間であり，ギムナジ

ウムの場合は，ドイツ諾，ラテン諾がそれぞれ4時間，歴史，数学がそれぞれ3時開，物理/化学

と地学がそれぞれ2時間であった32)。また，空軍管区司令部とその管区内にある学校監督官庁との

連絡を保つため i文部省空軍補助員動員特別全権」が任命された。

HJ側も，動員中のHJ活動を維持すべく準備を進めていた。全悶青少年指導部第ニ主管局箪事

教練局は1丹19日に「空軍補助員の HJ服務」と題する草案を作成している33)。狂Jの単位である

分隊Schar(通常40名から成る)を動員地で形成し，その中でHJでの階級の一番高い者を団指

導者Mannschaftsfuhrerに任命することが予定されている。この団指導者の責任の下で，世界観

教育(遡に I度のハイムアーベント 34)，月に 1度の朝の式典，行事への参加，合唱司の結成，講演

など)，体操(週2時間の体操基礎学校35)，HJ主慢によるスポーツ大会への参加など)，軍事教練

(週に 1度，野外服務と射撃服務の授業を 2時間，あるいは月に 1度5時間開)を実施し，これに

加えて HJ軍事教練キャンプへの召集も行われ，そのための休暇が別枠で与えられるとしている。

以上のように，文部省，全国青少年指導部が可能な限り動員中も授業及びHJ活動を保持しよう

としたが， 1丹26日になって i空軍におけるドイツ青少年戦争補助動員に関する命令J(以下「空

家補助員動員令J と略記)がゲーリング，ボルマン，内務大臣フリック，ルスト，アクスマンの

連名で発せられるに至った刊。

学校所在地およびその周辺に!駐屯する空軍の部隊における補助販務遂行のため，高等学校

と中期的学校の 15歳以上の生徒は，労働奉仕あるいは兵役に召集されるまで，戦争補助動員

実施の自的で，空軍補助長として航空大臣兼空軍最高司令官の裁量下に置かれる。

2 

寄宿制学校生徒は，帝閤領土内ならば学校所在地外にも動員される。……

3. 

航空大臣兼空軍最高司令官の指令により，保護領ベーメン・メーレンを除く大ドイツ帝国

領土において召集される者は，

A. 1943年2月15aからは，由民政治教育施設Nationalpolitische Erziehungsanstalt，ド
イツ・ハイムシューレ，アードルブ・ヒトラー・シューレ，ブエルダフィング国民社会主

義労働者党全国学校を含む公・私立高等学校に在籍する 1926，27年生まれの第6，7学年

の生徒， 1943年8月1日からは，現在第5学年の 1926，27年生まれの生徒である。

B. 1943年2月15日からは，公・私立の中関的学校(上級学年を擁する中間学校，基幹学校)

に荘籍する 1926，27年生まれの第6，7学年の生徒であり， 1943年8月I白からは，現在

第5学年の 1926，27年生まれの生徒である。

4. 

生徒は文部大臣の命令によって学校を通じて掌握され，緊急服務令に基づき，戦争補助動

員に関する内務大臣の命令によって召集される。
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7. 

HJ活動を目的に戦争補助動員を猶予して高等・中間的学校生徒から指導者を確保するこ

とと， HJ活動のために動員されている HJ指導者に対する休暇の認可については，航空大臣

兼空箪最高司令宮とドイツ帝国青少年指導者との話し合いによって取り決める。

8 

戦争補助に動員されている者への授業の継続は，航空大臣兼空箪最高苛令官の同意の下，

文部大臣あるいは，寄宿舎学校に関しては担当の官庁が定める。

9 

戦争補助に動員されている者は，航空大臣兼空軍最高司令官の同意の下でドイツ菊間青少

年指導者が示した方針に基づき，青少年服務義務を果たす。その実施にあたってドイツ

青少年指導者は， ZE態管区司令部の合意の下でHJ活動の遂行と部隊内の服務と学校の授業

以外における空軍補助員の全般的な援護のための命令を発する特別全権として，それぞれの

空軍管区に HJ指導者を立てる。

10. 

高等学校及び中間的学校第5学年を終了し， 16歳になった生徒の召集に関してはしかるべ

き時に特別命令が発せられる。

12. 

戦争動員義務者の帝毘労働奉仕への召集と，労働泰仕での服務義務期間については，航空

大臣兼空軍最高司令官の同意の下，全国労働指導者が決定する。

13. 

この空軍における男子青少年の戦争補助動員は，空軍構成員への所属の根拠とはならない。

この命令とゲーリングの事案1とを比較すれば明らかなように，ゲーリングがヒトラーの承

認38)を後ろ盾にして当初望んだこの脅少年の空軍への戦争動員の規模の大きさと他の活動に対

する優位性は， HJ，文部省，策部制などの皮発によって抑制され，ゲーリングは動員中の HJ活

動，授業の実施，家庭との連絡を保証することで，ょうやく動員の開始にこぎつけたのであった。

しかし，文部省，各箪部， HJ需の青少年を巡る管轄権争いは，ますます厳しくなる戦況に規定さ

れつつ，敗戦まで続くこととなる。

II.空軍補助員動員の実施経過とその実態

(1 ) 動員の鵠始と初期段階における両親・生徒の皮応

空軍補助員の最初の話集令状は，召集される生徒とその親たちを対象とした集会において，学

校長が手渡すことになっていた叫。この集会には，党指導者Hohei tstrager，学技長， HJ指導者

も出席し，党指導者が演説を行うよう指示が出されていた。その指示は， 1943年1月スターリン

グラードでドイツ軍が降伏し，東部戦線への一躍の兵員補充が緊要となる現沈下 r総力戦」の必

要性を強く訴える内容になっている。

3年半以上に渡る戦いでドイツ第は激烈な勝利を収め，郷土でのドイツ人の暮らしを安定
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させてきた。いまやドイツ盟民にとって，この戦争は重要な局面を迎えている。この戦争局

面で決定が下される可能性がある。そしてこの決定は我々にとって喜ばしいものでなければ

ならないし，またそうなるであろう。そのために我々は，全国民が一人残らず戦争遂行のた

めに動員されねばならないことを理解する必要がある。……総統はこの方策(空軍補助員動

員)を，我々の戦闘力強化のために必要な手段と考えている。これまで我々は総統を盲目的

に信頼してきた。今回の方策でも，総統を信頼する必要がある。……総統が呼びかければ，

全ドイツ国民は常に総統のために立ち上がってきた。よって今田，両親は全員この方策の必

要牲を認識してくれるであろうし，在集令状を受げ取った青少年は全員，感激しつつこの服

務に就くことであろう4九

動員からちょうど1カ月後の 1943年3月日日付げ親衛隊保安部の秘密報告 (SD報告)によれ

ば，この集会の結巣「親たちの冷静な理解ある態度」が見られるようになり，逆に集会を開催し

なかったケースでは r窺たちがかなり不安になり，無梶されたと感じ」たという 42)。親たちは「こ

の動員の必要性を理解」していたが，その一方で「息子がもはや『学業』を続けることができず，

今までやってきたことが無駄になってしまうのではないかという不安」をもっていた。授業の継

続の確約， 2月初日に許可された動員地への訪問， 1週間に 1度家に茂ってきて 1泊する機会が

与えられたことで「非常に安心しJ，予定通り 3月15日に授業が開始されたことで「親たちの間

から挙がっていたこの動員に対する留保の声は関かれなくなったf九しかし中間学校生徒の場

合，今屈に限り 2月15日の召集をもって学校を修了させたために叫，親たちの間に不満が生じた。

高等学校生徒よりもむしろ中間学校生徒に関して，この動員によって彼らの職業訓練に著

しい支障が出るのではないかと盛んに言われている。親たちはたいていの場合中関学校生徒

のために徒弟先を既に決めてしまっているが，動員されるとなるとそれを断念しなければな

らない，というのである。高等学校生徒の授業が継続される一方，中間学校生徒に関しては

彼らの職業部糠がどのように継続されるのかがまだ説明されていない。また，復活祭には新

しい徒弟が入ってくると見込んでいた手工業親方からもしばしば苦情が出されている叫。

2月15日にオーバ…ハウゼ、ン中間学校生徒 18名が動員されたが，既にオーバーハウゼンにあ

るすべての砲兵中隊には空箪捕助員が十分に割り当てられていたために地元には動員されなかっ

た46)。授業を受ける必要があった高等学校生徒が優先的に地元に配属されたためである。こうした

問題を解決するために 2丹15日に召集された中間学校生徒は早めに解任されることになる。

召集令状を受け取った生徒は， 2月15日に全員学校に集合し，教師が一人引率して動員地に向

かい，そこで「私は空軍補助員として，忠実に従n質に，勇敢に献身的に， HJ団員として相応しく
常に義務を果たすことを響いますJと宣誓した47)。授業が開始されるまでは，歩兵訓練，高射砲射

撃，航空機識別，高射砲の性能や高射砲射撃のための装置(レーダーや賠準算定機)についての

講義が行われた州。

この初期段階において生徒たちは高射砲部隊へ話集されることをどう受けとめていたのであろ

うか。 1943年2月15日に動員されたグンター・オットーは，動員前の心情を次のように由想して

いる。「既に 2カ月前からにそれ(空軍補助員動員)についての噂はありました。私たちが当時一

番心配していたことは，最初に園内に駐屯する空軍高射砲砲兵中隊に補助的勤務のために 1926，
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27年生まれの者を動員するという計画が実行され得ないのではないかということでした。私たち

は好奇心をもって，不安ながらもまた本当に待ち遠しい気持ちで，知らない所へ旅に行くような

『生活形態』への準備をして，ちょっと想像できないけれども十分多くの魅力的な要素をもってい

ると思われる冒険に構えていました。……学校と家躍から速く離れてクラスメートたちと新たな

生活をすることは，さらなる自立と自由な決断を約束する，と私たちは信じていました。J (強謂

原文)49)この回想に見られる動員前の心情が全体として当時の空軍補助員たちの気持ちを代弁し

ていることは，シェルケンの調査によっても裏付けられる。空箪補助員として動員されたときの

当時の心情についての質問で r誇らししりと答えた者が39.5%，r若者らしい一種の得意がる

持ちJが38.28%，r荷が重すぎるのではないかという懸念」が7.42%，r不安」が14.84%であり，

動員開始時には青少年の多くが気後れよりもむしろ期待感を抱いていたことがはっきりと分か

る則。そして保安部「民情報告J も，この時点ではまだ次のように報告できた。

空軍補助員として動員されている青少年は，この動員を感激をもって迎えたという。新た

に支給されたよく似合う制服を身につけて，彼らは大きな誇りをもって，公衆の面前に姿を

現した。動員後数日，数週間経過しても，空軍補助員の感激は完全に保たれている 51)。

もっとも，すべての青少年がこのような態度で動員を迎えたわけではなかったことは指摘して

おかなくてはならない。グレーフェン出身のハイジングは， 1943年2月4日に両親に宛てた手紙

の中で rあさって僕たちは学校で検査を受げます。身体上の不適格はおそらく免除の理由にはな

らないでしょう。……活動を継続するため，何人かの狂j指導者は動員が猶予されるそうです。こ

れだけがかすかな希望です」と書き送っている問。また早くも動員開始当初から，この動員から逃

れるための抜け道を見つけだした績や生徒も現れた。 1943年3月四日文部大臣は，召集から逃れ

るために「正当な理由J もなく学校を中退したり，あるいは学校のそばに空箪部隊がないために

動員の対象とならない学校に転校する問題の解決のための草草案を回覧している問。内務省は 4丹

27日にこの事案を基に，正式に召集忌避を防止するための命令を発してた54)。召集対象者は，ど

の学校を召集するかが決定された時点でその学校に在籍する生徒とされ，この決定の後，召集令

状を受け取る前に学校を中退したり転校した場合はその理由が学校長の協力を得て調査され，召

集を免れることが自的であると発覚した場合には，転校，中退の申請は破棄された。また，沼集

令状を受け取った後に中退，転校をしても，空主主・海軍補助員としての緊急服務義務には侭の影

も及ぼさないことが確認されている。

(2) 動員初期段階における学校の授業

動員された生徒の期待感，感激は，なによりもー兵士として空軍の勤務に就くことができると

いう喜びに根ざしていた。「僕らは親たちに参加したいと圧力をかけた。そこでもらえるかっこい

い制服が自慢だ、った。僕らは兵士になりたかった。軍服を着れば，僕らは大人の男だった」とい

う随想にもこのことがよく現れている問。そのため動員後生徒たちは，大人の兵士と同じ扱いを受

けることを望み，例えば驚の紋章が入った空筆の制帽の着用や r青少年保護のための警察命令」問

を適用しないことを要求したりしている5九しかし， 100名の空箪補助員を動員することで70名

の一般兵士を高射砲部隊から解在して他の任務に就かせ得ることが見込まれていたことからもわ

かるように悶，空軍補助員はいわばrlO分の7人前」の兵士であり51授業と HJ活動が一般兵士
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との境界線であった。

1943年3月30日，文部省は各地の空軍補助員動員特別全権に，空軍補助員への授業の状況を 4

月15日までに報告するよう求めた問。いずれの報告も，授業は全体として予定通り実施されてお

り，規定の週間時間を超えて 20時間から 24時間行われた場合もあったとしている6九しかし阜

くも箪事上の要求との対立が表闇化した。授業はできる限り校舎で行うよう文部省は要求してい

たが，砲撃準備を保つために実行不可能としている報告もある問。そのため物理や化学といった実

験を伴う授業では，必要な器具が使えずに支障が出ていた(ヴ〉ユルテンベルク，ハンブルク，ミュ

ンスター)問。また軍務のために生徒が非常に疲れてしまって勉強に集中することができず，予習

や続習問題をする必要がある語学や数学といった科目では，そのような時間が取れないために授

業の効率が上がらないとの苦↑情脅も出ていた(ヴユ/ルレテンべルク)戸6叫

6月4日のカツセ/ルレからの報告では 5月に入ると夜開の空襲警報とそれに伴う砲撃準備の維

持，被爆地への動員によって，それまで少なかった授業の中止が増加し，週に平均 13時間から 16

時間しか行うことができない状況になり，午前に中止になった授業を午後に振り替えて実施する

ことは箪務上の理由から拒否されていた6九こうした軍務と授業との対立は，空襲の激化による

務の増大によって今後一層先鋭化し，箪側はその要求を拡大していく。

(3) 地域限定条壊の撤廃

先に引用した「空軍補助員動員令J の3条によれば，第5学年に在学している生徒は，第6学

年への進級後の 1943年8丹1白から召集されることになっていたが， 4丹22日のゲーリングの

命令により 5月1臼から 5月17日までの簡に先に召集された中間・基幹学校生徒が解任され，

代わりに 5月四日から 1926/27年生まれの第5学年の中間・基幹学校生徒を繰り上げ進級させた

上で召集することとなった問。予定より早い解任と召集が決定された過程は不明であるが，今回新

たに召集される生徒への授業の実施が7月1日から予定されており，またこの決定を通知した党

官薦長の田章 (1943年5月29日付)67)の中で「これによりこれらの[解任される]生徒は職業訓

練を開始することが可能になる」とされていることから，先のSD報告にも見られた中間・基幹学
校生徒への授業と職業訓練に対する親たちの不安を払拭する目的があったのであろう。

しかし動員中の授業の実施を極めて間難にする命令が 1943年7月に下された。「空軍補助員動

員令」の 1条が規定していた「学校所在地およびその賭辺」の空軍部離にのみ動員するとしてい

た地域限定条項が改定されたのである。動員開始前の 2月 12日，文部省は「学校所在地及びその

周辺」という文書を徒歩あるいは定期交通機関を利用して 1時間以内の距離と定めていた6九既に

守られていない事例が報告されていたとはいえ側，この地域限定規定はできるだけ多くの生徒を

召集したい空軍側にとって大きな障害であった。 1943年4月の時点で空軍捕助員に動員されてい

る生徒の数は 34，000人であったが，地域限定規定以外の召集条件を満たしていた生徒は 68，000

入いたのであり，半数がこの規定に抵触して動員することができなかったのである 70)0 1943年7

月20日，文部省，航空省，海軍，内務省，全国青少年指導部などの代表が集まり航空省において

空軍補助員についての会議が開かれ，その結果，学校所在地に百集できない生徒は，できるだけ

その近郊(交通機関を使って 6時間から 8時間を超えない距離)に動員する方針が確認された7九

この決定は事実上地域眼定の解徐であり，これによって生徒の艶属は高射臨部離の需要，部離の

帯編や移動にも柔軟に対応できることになった。これに対して文部省は，ここ半年間で教舗がま

すます軍に苔集されているために地域外動員に必要な教師を引率させるのが困難に捕るとの見通
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しから，教師の兵役解除を提案し，教師の名前，階級，生年，野戦郵便番号を挙げたよで改めて

申し入れをすることになったが7九これが唯一の対抗策であった問。

文部省は 8月2日にこの決定を通達した74)。これまで動員されていなかった 1926，27年生まれ

の第6学年から第8学年の高等学校生徒を対象に 1943年9丹1日から召集が開始され，授業時聞

はこれまで通り週に最低 18待問を維持し，まず第一に生徒の出身校の教師が，さらに必要に応じ

て動員地の近隣にある学校の教師やそのために派遣する教師がこれを担当するとしている。

以上の措置は，授業の実施よりも箪の都合の方が罷先されたことを示すばかりではなく，空襲

の危検のない地域から，青少年を敢えて猛烈な爆撃を受けている都市部へ動員することをも意味

していた。この意味で空軍補助員の動員が，空襲の危険に繭されている都市の子どもを安全な田

舎に避難させることを大義名分に 1940年に開始された学童疎開とは表面的にも対照的な方策で

あったことを確認しておくべきであろう 75)。

(4) 高射砲部隊での実醸の軍務

「空軍補助員動員令Jの発布と同時に出された空軍補助員服務規定では，勤務で青少年を疲労さ

せないよう考慮するよう求め，平均して 10時間の睡眠が必要であると明記している。勤務内容は，

伝令，レーダーや照準算定機の操作，事務などとしていたが，訓練後に補助員の発達段

轄に感じて高射砲射撃手として配属することができ，重高射砲での勤務も著しい身体上の負担が

ない勤務に眠って可能であった76)。また 1943年4月5日には，歩哨勤務の禁止が命じられてい

る77)。しかしその後，空軍補助員は様々な口径の高射砲砲台に配属され，通常の高射砲兵士とほと

んど変わらない役自を担うようになった78)0 1944年4月29日，アーへンに動員されていた教師

は r少年たちへの要求が多すぎる。毎晩長い砲撃準備態勢を保ち， 7時間にもわたって警報が続

くことも稀ではない。少年たちにはほとんど睡眠時間や休憩時間がない。……授業はあまりの警

報の多さに極めて実施が閤難である。頻繁に授業を中止せざるを得ない。また，授業時間中に空

軍補助員が歩哨などの特別勤務に動員されるという事態が何度も生じている。分隊長の確約や連

絡・援護教師の要求があったにもかかわらず，そのようなことが起こるのであるor戦略上の理由

から』この動員を断念するわけにはいかないと説明されたJ と報告している7九 1944年8月の空

軍最高可令官命令により，身体が十分に発達しているものに限る，火器を携帯しない， 24時間に

1度(昼間は最高2時間，夜間は 1時間)という条件付きながら，空軍補助員の歩哨勤務が許可

され，また陣地構築や武器の清掃などの労働に週に最高6時開動員することができるようになっ

た刷。むろん現状の追認に過ぎなかった。

(5) 新たな動員を巡る攻防

1943年4月，今後の空箪補助員動員の計画を巡って，各関係官庁・組織聞での駆け引きが激し

くなった8り。ゲーリングは， 1944年5月15日に国防軍に膏集される 1926年生まれの後任として，

現在第4学年(動員時第5学年)に在籍する 1927，28年生まれを 1944年2月15自に動員する計

画を立てていたが， 1943年4月19臼にルストはゲ…リングに対し，第6学年への進級前に動員す

ることは不可能であるとして反対を表明した叫。その代替案として，ルストは 1926年生まれに対

する労鱒奉仕義務を免除し，国防箪への召集を延期することで1926年生まれの空軍補助員を

1944年7月まで残留させることを提案した。航空省も労働奉仕義務の免除を求めたが， 6月28自

にボルマンは，もしそうすれば「労働者や農民とは対照的に将来高等な職に従事することになる
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大多数の者が，国民社会主義教育全体の

中でも重要な時期に掌接されないことを

意味する。これは総統の意志に反するこ

とになる」としてこの要求を却下した83)。

この問題をさらに複雑にしたのが， 1943 

年6月四日のヒトラ…の決定を伝えた

通知であった。 HJ軍事教練キャンプに

空軍補助員を参加させるために，当初の

表 1 1944年2耳目白時点の空軍補助員動員数

高等学校 基幹・中間学校 メ口与

1927年生まれ 40，403 9，893 50.296 

1928年生まれ 30，262 7.837 38，099 

1929年生まれ 10 10 

d口岳民 計 70，675 17，730 88，405 

予定より 3週間竿く解任することとなったのである84)。全国青少年指導部からの強い働きかけが

あったと思われるこの決定を受けて，航空省側は7月20日の会議の場で， 1927， 28年生まれの第

5学年の生徒の動員期日を 1943年 12月15自に平めるよう要求した。 1926年生まれの者の国防

軍への召集が1944年5月15日であるから 3カ月の労働奉仕と 3週間の軍事教練キャンプへの

参加を可能にするには 1月15日に空家補助員を解任しなければならず，さらに戦儲態勢を断絶さ

せないためその 1カ月前に後任を召集して訓練をしなければならないというのがその理由であっ

た8九

ルストは7月22日，このゲーリングの提案は「知的に主導的な職業に就く後進を確保するとい

う点で，樹えうる限界を超えている」と党官房長ボルマンに訴え，これまでの体験から空軍補助

員への応急措置的な授業は，学校での授業の代わりをほとんどなしておらず，また地域外動員の

開始によって生徒の能力をそこなう危機がさらに深刻なものになったとして rそれだけ

動員前に少なくとも第S学年に春まで通学させる機会を与えることが必要に思われる」と妥協的

な提案をした刷。しかし 11月26日にボノレマンは， 1926年生まれの空箪補助員を 1944年2丹15

日に解任し，その後任として 1927，28年生まれの高等学校第5，6学年と中間的学校第5学年を

1944年1月5日から召集するとした匝章を発した87)。解任日が2丹羽日になっていることから

も判るように， 1926年生まれの生徒の HJ軍事教練キャンプへの参加はヒトラーの決断により取

り下げられたが，巻まで通学させるという文部省の要求は通らなかった。ヒトラーの決定を 11丹

27 Bに知らされた文部省は，即日ゲーリングに r事態の変化によって生徒を空軍補助員として動

員するための前提条件は失われている」として，次に問題となる 1927年生まれの解妊に伴う後任

の召集に擦しては，生徒を対象とすることはもはや不可能との見解を述べ，別の人員でその需要

を満たすことを求めている 88)。

1944年2月15日の時点で，空軍捕助員として動員されていた第5学年から第8学年の生徒の

人数は表1の通りであるが帥}，同年秋には 1927年生まれの生徒が労働奉仕への召集に伴って解任

されるために，約5万人の空軍補助員をどのように確保するかが問題となった。ここで全国青少

年指導部が提案したのが，職業に就いている青少年あるいは職業専門学校生徒に動員対象を拡大

することであった90)01928年生まれの高等学校，基幹学校，中間学校に在学する生徒数は 79，000

人で，同年生まれの男子全体(645，000人)に占める割合は僅か12%余りであり 9九高等学校生徒

に拘泥しなければ，否集可能な青少年はまだ十分に存在していたのである。1944年5月2日には，

党官爵長を通じてヒトラーの決定が告知され，職に就いている青少年を空軍補助員として動員す

ることが正式に決定された92)0 5月25日に航空相はその詳細を告知し， HJ家事教練キャンプと

労働奉仕への召集のために 1944年9丹12日に解任を予定している 1927年生まれの空軍補助員

に代わって， 1928年生まれの徒弟など46.000人を召集することとなった93)。向日，今回の動員の
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一般方針を定めることになっていた労働配置総監ザウケノレも命令を発した94)0 8月1日から開始

される動員の対象は 1928年生まれの職に就いている青少年(職業訓練を受けている職業専門学校

生徒を含む)で，農業と拡出業に従事している青少年は除外された。原則的に志願が優先される

が，各労働局に沼集すべき人数が割り当てられ，強力な募集活動を展開するよう指示が出されて

いた。

(6) 空軍補助員動員方策の終結

1944年6丹，連合軍はノルマンディーに上睦し，ソ連軍は東部戦線で攻勢を開始した。東西か

ら挟撃される形でドイツ軍は敗戦と撤退を重ね， 10月11日にはソ連軍はドイツ東部国境を突破

した。ドイツ思内における壮絶な地上戦が開始されようとしていた。既に 9月には 16歳から 60歳

までの男子を対象とした国民突撃隊Volkssturmの創設命令がヒトラーから発せられており町，

本来高射砲勤務の兵士を前線に送るために動員された 1928年生まれの青少年は，枯渇しつつある

各部隊の兵員状況にとって一期も早く供給されるべき人材となっていた。

10丹20日に党宮躍は，別の適当な人員を召集することで現在動員されている空軍補助員解託

することができるかどうかについて検討するための会議を 10月31自にベルリンで開催すること

を告知し附，開丹 26日には党官房へ提出された提案を事前に通知している 9九この提案は，現在

動員されている 112，000人の 1928年生まれの空軍補助員と，労働奉仕留の高射砲砲兵中撲に所属

している 60，000人の青少年を 1945年1月1日までに解任し， 1925年から 1927年生まれの一時

不適格者(兵役，労働奉仕入東部占領地域の外国人，徴兵検査で「作業には従事できる」と判定

された者と交代するというものであった。各軍部，労働奉仕団，労働配龍総督，全盟青少年指導

部，文部省などの代表が出席した 31日の会議で， 1928年生まれの空軍・構軍補助員を 1945年3

月31日までに武装ssの自由裁量下に置くとのボルマンの提案が伝えられた問。しかしその後任
は i作業には従事できる者J，女子，外国人青少年によってもその一部しか壊め合わせることが

できず，また一時的に不適格とされた青少年を充てるのも，彼らは近いうちに兵役適格者として

前線に動員されることになるために部難であり，この計画を実施するためにはこれらの問題を解

決する必要があるとした。空箪は，訓練期間が矩く，また「作業には従事できる者」では高射砲

の任務には耐えられないとして疑念を表明したが，最終的に出席者は全員この計画に原則的に賛

同し，後任の人員をどうするか，またその後任をいつまで空軍に動員するのかを今後決定するこ

とで閉会した。

12月22日に航空相は， 1944年 12月より 1928年生まれの空軍補助員の解任を開始するが，そ

の大多数は翌年3月から 4月にかけて解任し，その代わりにはこれまで労働奉仕や国防軍で一時

的に不適格とされた 1925年から 1928年生まれの青少年を i高射砲勤務に登用可能J (ilakdienぬ

stverwendungsfahig)な兵士として苔集すると命じた叫。 1929年生まれの召集は予定されていな

いと明記したが，後任が 1925年から 1928年の一時不適格者や地の人員で満たすことができない

場合は，再度議論に蓑ることもありうるとしている。翌年1月15日の命令では，解任時期を，こ

の後任に対する約3カ月の言iI練が終了した後の遅くとも 1945年4丹30日とし，また「軍事教練

キャンプ，労働奉仕，国防箪，労働動員への召集のため解任された空軍補助員の即時掌握を確実

なものにするためJに，解任の 14呂前に各部隊は盟関軍登録課，労働奉仕登録課， HJパン，労

働局にそのリストを提出するよう求めている 10九 3月31日までに武装ssに送り込むとした先
のボルマンの提案とこの命令の内容は一致しておらず，この鰐に計画の中止があったのか，ある
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いは単なる延期なのかを確認することができないが10九解任する空軍補助員を迅速に掌握し，兵

士としての動員する方針に変わりはなかった。空軍構助員は解任されて3日以内に，警察，国防

箪，労働奉仕団， HJにその旨を届け出ることを義務づげられ，もしそれを怠った場合は相当な処

罰が諜せられることになっていたのである 102)。

1928年生まれの解任により，緊急服務令に基づく空家補助員動員は終了したが，国防軍は，

時不適格者によってその後任を埋め合わせるのは人数的に不可能であるとして，労働奉仕団所属

の高射砲に 1929年生まれの職業専門学校生と就労者61，500人の詩集を提案した10九一刻も早く

6万人いる労働奉仕問所属の高射砲勤務員を前線に投入したいという国的軍の意図が窺えるこの

提案を，党官房は 1945年1月4日に文部省に倍え 1丹6日までに意見を表明するよう求め

た山)0 1月21日党官房長ボノレマンは，学校の授業を断念したよで1929年生まれを労働奉仕盟員

として，職業学校生徒，徒弟，高等学校生徒の頼に話集するというヒトラーの決定を通達した10的。

これを受けてザウケルはこの決定を下達し，各州、|労働局Gau-Arbeitsamtに召集人数を割り振

り， 2月27日までに掌握リストを作成するよう命じた1問。この計画がその後どこまで進展したの

かを確認することはできないが，敗戦間擦の混乱の中で実際に新たに苔集・動員することは不可

能であったと思われる。

III.空軍補助員動員とヒトラー・ユーゲント

(1 ) 空軍補助長動員に対する HJの関与

これまで見て来たように，箪側からの要求が増加するにつれて，学校の授業の実施は非常に困

難な状視に陥っていた。それでは軍務と授業以外に空軍補助員たちが従事しなければならなかっ

たHJ服務の場合はどうだったのであろうか。また HJはこの動員にどのようにかかわっていた

のであろうか。

空箪補助員動員決定の過程で全国青少年指導部は，動員中も空軍補助員はHJ団員であること

に変わりないとの立場から rドイツ帝国青少年指導者が示した方針に基づいて，青少年服務義務

を果たす」との一文を「空軍補助員動員令J に盛り込ませることに成功し，前述したように空軍

補助長向けの HJ服務計画を作成した。また文部省と同様， HJの空軍播助員動員特別全権を空軍

管区司令部内に配農し，空軍と HJ間の連絡員として従事させることとなった107)。

このように全国青少年指導部は空箪補助員の HJ活動を維持しようとする一方で，なるべく多

くのHJ指導者をこの動員から遠ざけようとした。1943年2丹1Bの全国命令において， HJのゲ

ビート指導部ないしパン指導部は召集を担当する官庁に，各学校で作成された召集される生徒の

リストから間諜すべき HJ指導者の名前を通知するよう指示している 108)。この召集免除の対象と

なる HJ指導者は，当面学童謀関にキャンプ指導者として動員されている生徒に限定されていた

が，1943年7丹15自には，動員される空軍補助員の 10%をHJ服務のために原期的に解任すると

いう一般規定が出された109開戦時に大量の HJ指導者を召集されたために，その活動が停滞せざ

るを得なかったことの反省に立った防御的方策といえる。

HJは空軍補助員をHJ策事教練キャンプへ参加させることでも，影響力の維持を謀った。全国

青少年指導部は，空主管捕助員規定の中で定められていた年に 2度の帰休日4日間)の一部を軍事

教糠キャンプ参加に充てるよう求めていたが1川， 1943年5丹26日にアクスマンはゲーリングと

の話し合いの結果これを断念したことを文部省に通知した111)。既に述べたように HJ側はこれで

断念せず，一旦は HJ家事教練キャンプへの参加のため，当初の予定より 3週間早く解任を行うと
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する 1943年6月のヒトラーの決定を取り付けることに成功している。

動員開始直後全国青少年指導部は，多くの報道では空軍補助員として動員されているのは高等

学校の生徒であるとしか伝えられていないとして，この動員はHJ戦争動員の一部に過ぎないと

いう見解を示し， 'HJ所属空軍補助員」という言葉を一般化しようとした112)。これを知った文部

省は異議を唱えたが， 1943年9丹8日にゲーリングによる以下の命令が発せられた1叫。

全国青少年指導部の提議により，総統はこれに同意した上で，空軍補助員は今後も HJに所

していることを顧慮し，今後はHJ所属の空軍補助員と称すべきであると言明した。

よって今後空軍補助員の名称として，例外なく「空軍補助員 (H.].)Jを用いることを命じ

る。

この命令により公式文書や両親へのアピール，プレス等において，空軍補助員の後に必ずHJの

文字が付加されることになったのである11九

空軍補助員は，空軍の制服と色が同じで形も類似した航空HJの制服を着用し，これに加えて左

腕にハ…ケンクロイツを播いた HJの腕章を，帽子には HJ記主主を，右腕には空軍の鷹の紋章が

入ったペナントを縫いつけていた1問。しかし航空白Jの制服を着用した空軍補助員は戦闘員と

なされるのか，あるいは国際法上通常の戦闘員と見なされるよう追加的な目印が必要となるかど

うかが問題となった116)。ベルリン外国・間際法研究所所長のプルンス教授は，遠くからでも識別

できる毘印が必要となるのは私服で戦闘に参加する場合だけで，主主主事構助員は空軍の制服に類似

した航空HJの制服を着用しているので必要ないが，航空HJの団員が戦闘員と見なされる危険

は苔定しきれないとした上で，空軍補助員の右胸に空軍の鷹の紋章があり，また戦闘中は鉄兜を

被っているので，ある稜度遠くからでも識別可能であり，よって追加的な目印は，鉄兜を装着し

ている限り必要ではないとの結論を出した 117)0 1943年6月18日，アクスマンはプルンスの所見

をゲーリングに示し，それでもなお追加的目印を必要とするかどうかの確認を求めるとともに，

「航空HJの制服や HJの腕章を外すことは総統の決定により問題になら」ず，空軍補助員の制服

の変更は，国際法からいっても全く必要ではない」と述べた118)。アクスマンが危慎していたのは

空軍補助員の戦関員としての身分などではなく， HJへの所属を視覚的に示す HJの制服と腕章

の変更であり，専門家の好都合な所克を引き出してこれに強く反対したのであった。

動員中も HJ活動を維持するために計踊を作成していたものの， HJ指導者の動員免除や自ら

の管轄下にある箪事教練キャンプへの召集を強引に押し進めようとしていた事実は，この動員方

策に対してHJがある程度距離を置いていたことを示していた。それだけに一層，名称や服装と

いった外面的な部分であくまでも空軍補助員がHJ団員であることに固執したのである。

HJが空軍補助員動員方策で積極的な姿勢を見せたのは，若年労働者と，東部占領地域における

外国人青少年の動員であった。

1944年5丹に決定された職に就いている青少年の空軍補助員動員は，前述したように HJの提

案であった。アクスマンは，空軍補助員動員の立案段階から，若年労働者の動員を提案したが通

らなかったと回想しているが1問，その構想がここに至ってようやく実現したのであった。 HJは，

に志願者の募集活動に積極的に関わり，以下のようなアクスマンのアピールを対象となる青少

年の属する HJ単位の前で読み上げることになっていた1制。
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HJ団員よノ

総統の命令により，今年，兵役を終了する空軍・海軍補助員 (HJ)に代わって，職業に就

いている青少年が空軍・海箪構助員に動員される。生徒たちは既に 1年以上に渡りその若さ

にもかかわらず非常に重要な陣地でその優秀さを実証したのであるが，いまや生徒と若年労

働者が共にHJ閏員として，ドイツの郷土を防衛するために動員される。

生能たちは軍事服務と並んで，学校の授業も継続して受けている。これと全く同様に，青

少年は今後も十分に職業訓練を受けることができる。

しかしすべての司志たちは，従来通り高射砲動員の間も HJという我々の大共同体に留ま

り，これまで通りの形態でその服務を続け，動員地のHJと密接な連携をもつことになる。

戦争遂行上の理由から空箪・海軍構助員動員の対象外となるある特定の職業グループに所

していない限り，私は諸君が自発的にこの名誉ある服務に志願し，その義務を模範的に果

たすことを希望する。

HJは，生徒と若年労働者が同じ砲兵中隊で一緒に補助員の勤務を果せるよう，砲兵中隊ごとの

空箪補助員の人数の30%を労働者あるいは生徒と規定することで偏りを防ぎ，また砲兵中隊長，

教師， HJI習の協力によって再者の親交を深め，両者を引き離すような動きがある場合には介入を
求めている121)。

1944年3月25日，東部占領地域省， ss全閣指導部，空軍最高司令宮，ドイツ帝国青少年指導

者の聞で， 15歳から 20歳までの東部民族を対象としたrss補助員作戦JSS -Helferaktionの計

画と実行に関して協定が結ぼれた山)。この計画の目的は，空軍補助員動員と陪様，東部占領地域

の青少年を空軍に動員し，前線動員の人員を確保するためであったが， 15歳から 17歳の者は動員

から 15カ丹後に， 18藤から 20歳の者は8カ月後にssに引き渡される点、でも合意があった山〉。

既に3月513にこの計画遂行の指令を受けていた東部占領地域省青少年担当課長で全毘青少年指

導部ハウプトパン指導者ニッケルSiegfriedNickelは121 各占領地域での司令部・掌握キャンプ

の設置，宣伝活動の準備に取りかかり 5月27自に東部戦線の中央部で， 6月4日には南方で，

6月15日にはリトアニアとエストニアで， 7月12日にはラトヴィアで活動を開始した125)。また

7月113には，この活動の対象が女子青少年にも及び，彼女たちは後にSSに入離することがない

ため r女子空軍戦関補助員Jと称された126。これらの地域には， HJ指導者，空軍と SSの士宮，

下士官，兵から成る HJ戦時行動部隊HJ-Kriegseinsatzkommandoが派遣され，宣伝・募集行

動の後，掌握した青少年をドイツ盟舟に送致する任務を遂行することになっていた山)。宣伝には

次のアピール文が用いられた128)。

統一，自由，正義のヨーロッパに新しいより素晴らしい郷土をつくるために， SS補助員に

忘願せよノ

おいしい食事，立派な宿，十分な衣服と俸給が供与される。

諸君はあらゆる点でドイツ軍の兵士と同等な地位に置かれる。休暇の点でもそうである。

諸君は喜ばしい幸運な未来を覗き見ることになる。というのも，諸君の実証に基づいて，

市町村の仕事，行政，経済，経営，手工業といった，諸君の郷土に必要となるあらゆる任務

に模する職業訓練が君たちの自由な選択によって保証されるからである。動員と訓練の後，
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諸君は自分の能力に従って郷土で働くことになる。-

これにより諸君は，閣の再建の先頭に立つことになる。……

希望すれば 2年後にss捕助員をやめることも可能である。……
すぐに志願せよ。ためらってはいけない。待つことは諸君の郷土の未来に対する裏切りで

ある。アードノレフ・ヒトラー総統は諸君にも呼びかけているのである。総統の信頼に相臨し

いところを見せて，諸君が諸君の民族の子孫であり，ボルシェヴィキではないことを総統に

示せ。……

募集活動の結果， 1944年9丹20日までに 18，917名の男子と 2，500名の女子が掌握され，その

大部分が空寮高射砲部隊に送り込まれた1制。その後スロヴァキア，ハンガリーなどもこの作戦の

対象となり， 1945年2月末までには東部民族の空軍補助員を 4万人にまで増やす予定であった

が130)，東部戦線におけるドイツ箪の撤退に伴って，作戦継続の中止を余儀なくされた。

3月25日の協定では，これまで「東方労{働動者Jに対して行われてきたような強制的措霞を講じ

ずに志顕制の涼則に慕づいて募集を実施すベきとの点で意見が一致していたが1臼叩3幻1九1叩92犯8年生まれ

のラトヴイアの元ss補助員はss保安部と地元の響察宮に強制的に捕挺されたと証言してお
り仇 r自由意志J による募集が建て前に過ぎなかつた事例を暁らか』にこしている山)。

(2) 動員地における HJ活動の現実と空軍補助員の態度

空襲の激化によって授業すらも中断されがちとなっている状況の中で， HJ活動を動員中に継

続するのは不可能であった。全国青少年指導部第二主管本部軍事教練局は全悶命令(1944年9月

21自付)において r空家・海軍補助員のために予定された HJ服務がきちんと行われた単位はご

く少数である。一部ではこれまで配置されていた指導者に服務を執行するだけの能力がなく，ま

たとりわけ，そうする可能性や時間が指導者に与えられていないことが多かった」と確認してお

り，HJ活動の実施が困難であることをHJ髄としても認めていた13九また問命令で，rHJ服務は，

空軍・海軍補助員がそれを喜ぶように，またうんざりする服務だと感じないように実施する」ょ

う指示が出されていることは山)，空箪補助員がこの HJ服務を余計なものと感じていたことを示

している。そして実際に空軍補助員たちは，ほとんどHJとかかわりを持とうとはせず，拒苔的な

反応を示し，できるだけ HJの腕主義と記章を外したのである 135)。

私たちは休日躍中は r外出用制服」に HJの腕章をつけていなければなりませんでした。そ

うしていたのは届け出の時だけで，陣地から数百m も離れると，私たちはそれを引っ剥がし

てしまい，私たちを統制しようとする HJパトロール隊をぶん殴るぞと脅しました1360

HJ指導者たちが外出すると，私たちの多くはHJの記章を鱈子から取り外し，腕章者を外し

ました。私たちはやってきた HJ指導者たちを電器笑し，中隊から立ち去るよう求めました。い

くつかの陣地では，彼らはi坊火用水池の中に投げ込まれました。砲兵中隊長はこのことを関

知せず，そのような時には姿を消していました。抵抗があまりにも大きかったために， HJ所

属員の訪問が中止されました山)。

こうした行動は，空軍捕助員が自らをもはや子どもではなく大人であり， HJ盟員ではなく兵士
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なのだと見なしていたことの現れであった。空軍補助員がHJ閏員としての身分を拒絶する傾向

は，シェルケンのアンケート調査でも明確に現れている。自らを空軍の所属員と感じていたか，

それとも HJ団員と感じていたかという質問に対し，回答者の97.36%(シェルケンは 100%と予

想していた)が空箪の所属員と酪答している 1問。この中には r私たちが危検を冒してつらい仕事

をしなければならないのに， HJ指導者が家で寝ていることを私たちは知っていました」と，

補助員への動員が免除されていた HJ指導者に対する反感を示す回答もあった139)01928年生まれ

の元空軍補助員は次のように回想している。

私たちの HJへの批判的距離は，暗級の高い丘J指導者が高射砲勤務を免除され，服務不適

格者とともに通学することができたという状況によってさらに広がりました。彼らはどこの

陣地でも無視されていました140)。

空軍補助員動員に対する HJ舗の矛属した態度は， HJと空軍補助員の間の溝をより深める結

果になったのである。しかしこのように少年たちが空軍補助員として HJに反発を抱いていたと

しても，それがそのままナチス・ドイツ自体に対する皮抗・反発には結び付いていないどころか，

既に先に示した通り，むしろ兵士として動員されることを期待していた。空軍補助員に現れた HJ

への反感は，兵士として動員された彼らの自負心から生じたものであった。HJは将来の兵士に圭

る過程なのであり，兵士(と彼らは自分逮を認識していた)となってしまった今では HJを見下す

立場となったためにそうした態度を取ったのである凶)。彼らの自意識及び実際に動員されて従事

した服務内容からいえば，彼らは空軍補助員ではなく，空軍補助「兵J であった。

確かに HJは，この動員方策ではレッテルに過ぎなかったといえる。しかし注視すべきは，動員

された 1926年から 1928年生まれの圧倒的多数は 10歳から HJに入団し， HJの精神的・身体的

な戦争準備教背を受けてきた世代だったことである。空軍補助員の動員弘精神面においてまた

実際の軍務面叫)において円滑に実行に移すことを可能にしたのが，彼らが受けてきた HJでの教

育であったことを確認しておく必要があろう。

おわりに

前繰に兵士を送り込むために高射砲部献に所属していた兵士を解任し，その後任として生徒を

高射砲に召集するという方策を，ゲーリングはヒトラーの決定を後ろ属にして強引に実施しよう

とした。その裏には，空軍の将来のエリートたる高等学校生徒をこの機会に便乗して独占する意

図があった05当然ながら各軍部，文部省， HJ，各省庁などからの強い反発を招き，ゲーリングは

妥協の米，授業の実施， HJ活動の維持，海軍補助員動員，動員対象地域の制眼，軍務の制限を確

約することで，ょうやく「空軍補助員動員令」を発令することできた。しかし実際に動員が始ま

ると空軍補助員に対する軍事的要求は増大し， HJ活動と授業の実施を維持することは極めて困

難であった。地域制限の撤廃や部隊の移動，軍務制限の緩和は，この傾向に一層拍車をかけ，空

箪補助員は正規の高射砲兵士とほとんど変わらない軍務を来たすこととなった。

この状況は，自分は兵士であるという空箪補助員の自己認識とも一致していた。彼らはハーケ

ンクロイツが捕かれた HJの腕章を外すことで，自分たちは少年閣の一員などではなく，一人前の

兵士であるとアピールした。しかしこの行動は，ナチスへの政治的皮抗的態度ではなしまたそ

の掌握から逃れることを意味していたわけでもなかった。空軍補助員はその教育の大部分をナチ
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期に受けたのであり，少年たちが抱いた動員当初の期待と感激はこの教育と無縁ではなしまた

彼らを円滑に兵士に仕立てることに， 10歳からの訓練が貢献していたのである。退学や転校など

召集を逃れるための盛かな抜け道も即座に塞がれる中，彼らがHJの腕章を外した行動は r豆J

-労働奉仕一橿防軍J というナチスの教育体系が戦況の悪化で鰹絡・重寵化することに伴って激

化した管轄権争いに翻弄される青少年の姿を表していた。

ドイツの敗戦間近，高射砲部隊は砲兵隊として戦恵戦に動員されるようになった。まだ解任さ

れていなかった空軍補助員は，この戦闘に巻き込まれた。戦闘機を撃墜するために空に向けられ

ていた高射砲は，いまや地上戦のために砲身を地上の戦車に向けたのである。ボルケン Borken出

身の元空家補助員 (1928年生まれ)が， 1945年3月に敵の戦車に向けて砲撃したものの，砲台が

固定されていたためにほとんど意味がなく，敵の戦車は即座に突進してきて砲台を破壊したと回

想しているように川}，この戦闘は無謀で絶望的なものであった。

BDM指導者メリタ・マシュマンはベルリン近郊の町で空軍補助員の死体が重なり合って並

んでいる悲惨な光景を目撃した。

男子生徒達が服務を巣たしていたその高射砲には，何発も直撃弾が命中していました。私

は生き残った生徒遠のいるバラックに行きました。獲にもたれかかって，彼らは地べたに座

り込み，青ざめた，恐怖で歪んだ産震を私に向けました。多くのものは泣いていました。

別の部躍には負傷者がいました。その中の丸い，柔和な子どもらしい顔だちのある少年は，

痛くないかと士宮(私は披に連れられて来たのですが)に尋ねられると，ピンと背筋を伸ば

し，こう言いました。「ええ，でもそんなことはどうでもいいことです。ドイツは勝たなけれ

ばなりませんoJ144}

この少年は，おそらくは同級生であろう「伺志」の死に直菌しでも，また戦況が絶望的になっ

ているのを認識しても，なおまだドイツの勝利を揺るぎない心をもって信じていた。 HJ教育の

「成果」たるこの「理想像」は，こうした無制御な青少年の戦争動員において，最もはっきりと，

そして最も残酷な形で現れたのであった。

空軍補助員の動員は，今やナチス・ドイツが敗北への道を突き進み始めていたことの明躍な徴

であり，その後エスカレートする無制御な青少年の戦闘動員とともに，ナチ青少年教育政策の本

質が顕在化した方策であった。

*文書館及び史料の略記として以下の略号を用いた。ただし所蔵舘名は筆者が史料謂査を実施し

た 1996 年 7~8 丹時点のものである。

BAKO Bundesarchiv Koblenz 

BABL Bundesarchiv Berlin-Lichterfelde 

R 21 Reichsministerium flir Wissenschaft， Erziehung und V olksbildung 

NSD 43 Reichsjugendflihrung der NSDAP IJugendflihrer des Deutschen Reiches 

IfZ Institut flir Zeitgeschichte， 1¥在linchen
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